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携帯の着信に応答すると、無言で切れた。着
信履歴をみると、「＋」から始まる電話番号
で、見知らぬ番号だった。過去の履歴も確認
すると、「＋」で始まる番号から複数の着信
があり、不審である。大丈夫だろうか。 
 
 
「＋」から始まる着信は、国際電話です。現
在、海外からの知らない国際電話が増えていま
す。心当たりのない国際電話は、詐欺の電話で
ある可能性が高いです。怪しい電話には出な
い、折り返しもしないでください。国際電話を
利用しない場合、固定電話は利用休止をするこ
とができますので、届け出をしましょう。 
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＊不明・無関係とは、上記分類に含まれないもの。 

 
例えば、架空請求はがき等 

消費生活相談窓口への相談が一番多い内容は、通信販売に関するものです。 

トラブルを防ぐため、申し込みをする前に「特定商取引法に関する表記」の確認をすることは必須です。 

 先日窓口に「ネットで商品を購入しようとしたら、特定商取引法に関する表記に書かれている事業者の住

所が、市役所と同じになっている。どういうことか」と相談がありました。もちろん、市役所が販売事業者の

訳がなく、悪質な事業者が、市役所の住所をかたったサイトでした。 

 ネット通販で、会社概要に国内の住所が書かれていたとしても、悪質な通販サイトである場合があるとい

うことです。通販サイトを利用する際は、このような事例がある事を踏まえて、細心の注意が必要です。 

 

市役所の住所をかたる悪質ネット通販サイト 


